
参
考
書
誌
研
究
・
第
四
四
号
（
一
九
九
四
・
八
）

「
マ
ン
テ
ル
ツ
ホ
ン
」
の
は
な
し

山
　
内
　
育
．
男

　
青
森
県
は
、

三
月
号
、

明
治
六
年
五
月
、
　
つ
の
会
議
を
開
い
た
。
こ
れ
は
同
年

　
以
下
に
も
引
用
す
る
青
森
県
記
録
は
、
『
み
ち
の
く
叢
書
』
所
収
の
『
青

森
県
歴
史
』
（
全
五
冊
）
に
よ
り
ふ
表
記
は
す
べ
て
同
書
の
ま
ま
と
す
る
。

太
政
官
第
百
四
拾
六
号
公
布
に
基
き
左
之
通
管
内
を
亜
大
区
七
十
弐

小
区
に
分
画
し
大
曲
に
区
長
一
人
小
区
に
正
副
戸
長
各
一
人
太
凡
百

戸
に
組
長
一
人
を
置
候
事

と
い
う
行
政
区
画
の
改
定
を
う
け
、

五
月
青
森
寺
町
蓮
心
寺
を
以
て
仮
会
議
場
に
充
て
神
官
村
吏
を
会
し

て
将
来
施
政
之
事
務
を
議
定
す
（
中
略
）
同
廿
三
日
開
場
臣
事
議
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
な
り
権
旧
事
副
議
長
と
な
る
（
中
略
）
本
日
権
上
歯
七
等
出
仕
臨

場
官
員
村
吏
神
官
僧
侶
会
す
る
者
凡
そ
百
五
十
名
議
長
左
回
制
限
書

を
朗
読
す

各
面
胸
臆
を
披
て
利
害
得
失
を
討
論
し
凡
百
民
事
の
振
興
を
要
し
将

来
施
政
の
感
心
を
期
せ
ん
と
す

る
目
的
で
開
い
た
も
の
で
あ
る
。
議
員
と
し
て
招
集
し
た
の
は
右
の
区

長
・
弓
長
（
こ
れ
ら
を
村
吏
と
い
う
。
い
ず
れ
も
魚
蝋
何
等
あ
る
い
は
等

外
何
等
の
卑
職
で
あ
る
）
お
よ
び
教
導
職
の
神
官
・
僧
侶
で
あ
っ
た
か
ら
、

公
選
議
員
で
構
成
す
る
後
の
県
会
と
は
性
格
も
異
な
れ
ば
、
名
称
も
県
会

で
は
な
く
て
「
将
来
施
政
之
事
務
会
議
」
で
あ
っ
た
。

　
雑
事
と
い
う
の
は
巻
舌
・
参
事
に
つ
ぐ
県
官
で
八
等
官
で
あ
る
。
制
限
・

書
と
い
う
の
億
会
議
規
則
書
で
、
制
定
者
は
権
令
で
あ
る
。
な
お
、
当
時

の
権
令
は
、
青
森
県
『
官
員
履
歴
』
に
よ
れ
ば
、
旧
大
垣
藩
士
、
菱
田
重

富
、
通
称
文
蔵
、
当
年
三
十
七
で
あ
．
る
。

　
制
限
書
の
朗
読
が
終
る
と
、

畢
て
抽
籔
を
以
て
議
員
の
座
列
を
定
め
十
人
を
一
組
と
な
し
議
長
左

回
口
達
書
を
朗
読
す



と
あ
っ
て
、
こ
れ
も
権
令
名
義
で
全
四
箇
条
、
そ
の
四
に
い
わ
く
、

に
袖
な
し
の
も
の
を
い
う
。
幕
末
、
軍
隊
用
と
し
て
と
り
入
れ
ら

れ
、
一
般
に
も
広
く
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

議
場
に
出
る
時
は
マ
ン
テ
ル
ツ
ホ
ン
を
着
用
す
る
を
要
す

外
套
　
防
寒
・
防
雨
の
た
め
洋
服
の
上
に
着
る
衣
類
。

　
は
て
わ
か
ら
な
い
。
い
っ
た
い
何
を
着
う
と
い
う
の
だ
ろ
う
。
片
仮
名

書
き
だ
か
ら
洋
服
の
名
称
に
は
違
い
な
い
が
、
ど
ん
な
物
を
い
う
の
だ
ろ

・
つ
。

　
」
「
マ
ン
テ
ル
」
と
い
う
語
は
確
か
に
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
「
ツ
ホ
ン
」
と
し

は
ズ
ボ
ン
の
こ
と
で
、
「
マ
ン
テ
ル
」
と
は
ズ
ボ
ン
に
対
す
る
上
衣
（
う
わ

ぎ
）
で
あ
る
か
。
本
稿
で
い
う
「
上
衣
」
（
引
用
文
中
の
も
の
を
除
く
）
と

は
、

（
身
体
の
上
部
に
着
る
意
）
上
・
下
が
別
に
な
っ
た
衣
服
の
、

部
分
。
（
『
広
辞
苑
』
　
第
四
版
）

の
意
味
で
あ
っ
、
て
、

重
ね
た
衣
服
の
最
も
上
の
も
の
の
称
。
（
同
右
）

で
は
な
い
。
さ
て
、
『
広
辞
苑
』
で
．
「
マ
ン
テ
ル
」
の
説
明
を
見
る
。

マ
ン
テ
ル
〔
§
昌
邑
諺
〕
　
マ
ン
ト
。
外
套
。

上
の

マ
ン
ト
〔
ヨ
銀
§
刀
短
〕
「
ゆ
っ
た
り
と
し
た
外
套
。
尺
寸
で
は
特

　
他
の
現
行
辞
書
も
小
異
大
同
。

　
ど
う
も
わ
か
ら
な
い
。
会
議
場
で
外
套
を
着
う
と
は
、
な
ん
の
こ
と
で

あ
る
か
。
近
代
語
で
外
套
と
い
え
ば
、
戸
外
で
着
る
物
で
、
室
内
で
は
脱

．
ぐ
の
が
作
法
で
あ
る
。
そ
れ
と
も
ハ
会
議
場
で
は
外
套
を
一
着
す
る
の
が

当
時
の
慣
習
で
あ
っ
た
か
。
例
え
ば
、
法
廷
に
お
け
る
裁
判
官
の
ガ
ウ
ン

の
よ
う
に
。
で
は
、
そ
の
外
套
の
下
に
何
を
着
込
ん
で
い
た
の
か
。
ま
さ

か
上
衣
な
し
の
「
ホ
ワ
イ
ト
・
シ
ャ
ー
ツ
」
に
じ
か
に
外
套
を
着
た
の
で

は
あ
る
ま
い
。

　
当
時
の
日
本
人
の
男
が
ど
ん
な
形
状
の
外
套
を
着
用
し
て
い
た
か
は
、

ビ
ゴ
ー
の
ス
ケ
ッ
チ
を
見
れ
ば
わ
か
る
。
こ
れ
は
岩
波
文
庫
本
で
用
が
足

り
る
。
こ
乳
に
よ
れ
ば
、
当
時
の
外
套
は
大
別
し
て
三
類
あ
る
。

　
一
は
ケ
ー
プ
型
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
二
種
あ
る
。
一
つ
は
身
丈
が
腰
ま

で
く
ら
い
の
短
い
物
。
も
う
一
つ
は
身
丈
が
膝
下
ま
で
あ
る
長
い
物
。
ど

ち
ら
も
袖
な
し
、
襟
に
は
冨
冒
巴
ω
が
な
く
、
喉
元
で
と
め
る
。
．
軍
人
や
警

官
が
着
て
い
る
。
短
い
ほ
う
は
軍
人
・
警
官
の
専
用
ら
し
い
が
、
．
長
い
ほ

う
は
市
民
も
着
て
い
て
、
・
『
広
辞
苑
』
に
い
う
「
マ
ン
ト
」
で
あ
る
。
和
服
・

洋
服
の
い
ず
れ
に
も
着
用
し
、
俗
称
「
釣
鐘
マ
ン
ト
」
。

　
二
は
コ
：
ト
型
で
あ
る
。
袖
つ
ぎ
、
ダ
ブ
ル
仕
立
。
身
丈
は
膝
下
ま
で

あ
る
。
洋
服
専
用
で
、
軍
人
・
．
警
官
が
着
て
い
る
。

　
三
は
イ
ン
バ
ネ
ス
型
で
あ
る
。
ケ
ー
プ
つ
き
、
袖
な
し
、
身
丈
は
膝
下

一二一



ま
で
あ
る
。
警
官
も
市
民
も
着
て
い
る
。
和
服
．
洋
服
の
い
ず
れ
に
も
着

用
し
、
和
名
「
と
ん
び
」
「
二
重
ま
わ
し
」
ま
だ
は
「
二
重
が
い
と
う
」
っ

　
ま
す
ま
す
わ
か
ら
な
い
の
以
上
三
三
の
ど
の
型
に
し
て
も
、
会
議
用
の
・

衣
裳
に
な
る
と
は
考
え
に
く
い
。
「
菱
田
権
令
の
口
達
書
に
い
う
≒
マ
ン
テ

ル
」
と
は
、
近
代
語
で
外
套
と
呼
称
す
る
に
相
当
の
衣
類
で
あ
る
か
。

　
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
で
「
マ
ン
テ
ル
」
の
用
．
例
を
見
る
。

ふ
ら
ん
す
仕
立
の
ま
ん
て
る
に
い
ぎ
り
す
の
チ
ョ
ッ
キ
（
仮
名
垣
魯

　
文
『
安
甘
楽
鍋
』
明
治
五
）
．

か
た
い
上
下
か
ど
と
れ
て
、
マ
ン
テ
ル
ズ
ボ
ン
に
人
力
車
（
川
上
音

　
二
郎
『
オ
ツ
ペ
ケ
ペ
i
歌
』
明
治
二
一
）

　
「
マ
ン
テ
ル
」
を
外
套
と
し
た
ば
あ
い
、
右
の
例
文
は
何
を
い
っ
て
い

る
の
か
、
意
味
が
と
お
る
だ
ろ
う
か
。
チ
ョ
ッ
キ
と
の
取
り
合
わ
せ
な
ら
、

上
衣
の
は
ず
で
あ
る
。
外
套
を
着
込
ん
で
は
、
せ
っ
か
く
の
「
い
ぎ
り
す

の
チ
ヨ
ツ
キ
」
が
隠
れ
て
し
ま
う
。
ま
た
ハ
旧
幕
時
代
の
礼
装
h
上
下
（
か

み
し
も
）
」
と
の
対
照
な
ら
へ
こ
れ
は
明
治
の
礼
装
の
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ

に
上
下
と
外
套
と
ど
ん
な
か
か
わ
り
が
あ
る
と
い
う
の
か
。

　
い
よ
い
よ
も
っ
て
わ
か
ら
な
い
。
た
だ
し
「
マ
ン
テ
ル
ツ
ホ
ン
」
が
礼

服
だ
と
す
れ
ば
、
何
も
文
蔵
君
の
頭
脳
の
健
康
を
疑
う
要
は
な
い
。

朝
意
を
宣
布
し
て
上
下
疎
隔
の
患
な
か
ら
し
め
遂
に
風
を
移
し
俗
を

易
る
の
盛
事
を
挙
ん
と
す

る
と
い
う
公
の
場
所
に
お
い
て
、
礼
服
を
着
用
す
る
の
は
至
当
の
こ
と
で

あ
る
。

　
当
時
の
日
本
人
は
洋
装
の
ば
あ
い
ぜ
ん
な
礼
服
を
着
て
い
た
か
、
こ
れ

も
ビ
ゴ
ー
の
ス
ケ
ッ
チ
で
見
る
。

　
汽
車
の
二
等
乗
客
中
に
は
、
山
高
帽
に
モ
ー
ニ
ン
グ
・
．
コ
ー
ト
の
男
が

い
る
。
別
の
場
面
で
は
タ
キ
シ
ー
ド
の
男
が
人
力
車
に
乗
っ
て
い
る
。
文
・

官
大
礼
服
の
男
も
い
る
（
『
続
ビ
ゴ
ー
日
本
素
描
集
』
の
初
刷
で
は
、
こ
の

大
礼
服
を
タ
キ
シ
ー
ド
老
ま
ち
が
え
て
い
、
る
。
．
第
三
刷
で
は
訂
正
し
て
あ

る
）
。
燕
尾
服
の
男
も
い
る
。
場
所
は
鹿
鳴
館
で
あ
る
。

　
な
か
で
も
目
を
惹
く
の
は
ヨ
錠
。
三
戸
鮎
（
商
人
）
の
大
旦
那
と
芸
者
を
張
’

り
合
う
ば
か
で
あ
る
。
ば
か
に
は
略
8
0
江
8
コ
巴
お
．
（
官
貝
）
と
キ
ャ
プ
シ

ョ
ン
が
つ
い
て
い
る
。
大
旦
那
は
、
、
・
禿
頭
、
髭
な
し
、
ど
て
ら
に
羽
織
（

左
手
は
ふ
と
こ
ろ
、
右
手
は
た
ば
こ
盆
を
提
げ
て
い
る
。
か
た
や
ば
か
は
、
．

黒
髪
、
入
選
．
髭
、
洋
服
、
左
手
は
ズ
ボ
ン
の
ボ
ケ
ヅ
ト
、
右
手
は
煙
の
た

つ
葉
巻
を
持
っ
て
い
る
。
．
何
も
か
も
大
旦
那
と
は
対
蹴
的
な
こ
の
ば
か
の

着
て
い
る
の
が
、
な
ん
と
フ
ロ
「
ッ
ク
・
コ
ー
ト
で
あ
る
。
芸
者
遊
び
に
礼

装
で
も
あ
る
ま
い
か
ら
、
こ
の
フ
ロ
ッ
ク
・
コ
」
ト
は
官
員
の
ス
テ
レ
タ

ス
・
・
シ
ン
ボ
ル
か
も
し
れ
な
い
。

　
　
さ
て
、
「
マ
ン
テ
ル
ツ
ホ
ン
」
が
礼
服
だ
と
す
れ
ぼ
、
右
の
う
ち
の
ど
・

れ
が
該
当
す
る
か
。

明
治
五
年
第
三
百
三
拾
九
号
を
以
大
礼
服
並
上
下
一
般
通
常
礼
服
御

璽
晶
相
雨

ど
い
う
「
通
常
礼
服
」
と
は
フ
ロ
ッ
ク
・
コ
ー
ト
で
あ
っ
た
か
ら
、
「
マ
ン

デ
ル
ツ
ホ
ン
」
す
な
わ
ち
フ
ロ
ッ
ク
・
コ
ー
ト
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

［
三
．

一



　
洋
服
の
上
衣
に
ば
、
身
丈
が
腰
ま
で
く
ら
い
の
ジ
ャ
ケ
酬
ト
型
と
、
膝

．
ま
で
く
ら
い
の
コ
ー
ト
型
と
、
短
長
の
二
類
が
あ
る
。
ビ
ゴ
ー
の
ス
ケ
ッ

チ
に
は
ど
ち
ら
も
あ
る
が
、
西
洋
人
を
吉
原
に
案
内
す
る
ぎ
富
篭
屋
＄
（
通

弁
）
が
着
て
い
6
上
衣
は
コ
ー
ド
型
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
身
丈
の
長
い

コ
レ
ト
型
の
上
衣
を
も
当
時
は
マ
ン
テ
ル
と
呼
ん
だ
の
で
あ
る
ま
い
か
。
，

そ
し
て
、
・
フ
ロ
ッ
ク
、
・
コ
ー
ト
の
上
衣
は
じ
つ
に
長
大
看
も
の
で
あ
み
。

‘
．
明
治
期
の
国
語
辞
書
を
見
れ
ば
、
「
上
衣
」
と
「
外
套
」
と
の
弁
別
が
明

確
で
な
い
。
萌
確
で
な
い
と
い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
同
一
物
と
理
解
し
て

い
る
か
の
よ
・
ユ
で
あ
る
。
一
、
例
と
し
て
『
言
海
ト
（
大
槻
文
彦
．
明
治
，
一
九

成
稿
）
・
の
説
明
を
示
す
。

の
上
に
着
る
う
は
ぎ
」
と
あ
る
。
こ
れ
で
は
な
ん
に
も
な
ら
な
い
。

こ
こ
で
『
纏
語
林
集
成
』
（
J
．

刊
）
を
見
る
。

　
和
英
の
部
か
ら
。

・
C
・
ヘ
ボ
ツ
・
第
三
版
．
、
明
治
一
九

竃
》
Z
↓
国
切
d
　
マ
ン
テ
ル
　
（
創
Φ
同
一
ノ
N
Φ
山
h
村
O
b
P
ゴ
P
鋤
b
’
叶
一
①
）
．
》
律
O
o
閃

　
8
讐
》
田
鋤
創
Φ
鉢
叶
臼
9
Φ
囲
。
巴
Φ
薗
昌
ω
叶
覧
ρ

d
旨
諺
o
H
上
衣
　
↓
げ
①
○
暮
ω
置
Φ
笹
費
B
Φ
づ
計
。
＜
Φ
国
8
鉾

英
和
の
部
か
ら
。

マ
ン
テ
ル
〔
蘭
語
日
⇔
葺
Φ
ご
　
西
洋
．
服
ノ
上
衣
（
ウ
ハ
ギ
）
。
マ
ン
ト
。

　
外
套
。

う
は
ぎ
〔
上
着
〕
、
衣
ノ
最
モ
上
二
着
ル
モ
ノ
ノ
称
。
三
衣
。

国
訴
○
○
囚
　
　
因
瞭
B
O
づ
ρ
皿
≦
鋤
ひ
q
い

○
＜
国
菊
○
○
》
↓
　
　
d
窯
”
ひ
q
ド

一四』

ま
た
和
英
の
部
か
ら
。

「
外
套
」
と
い
う
訳
語
は
蘭
学
時
代
か
ら
の
も
の
で
《

三
三
周
　
安
政
二
口
置
刊
）
に
も
、

『
和
蘭
字
彙
』
（
三

内
目
O
Z
O
　
、
↓
冨
δ
お
同
。
び
Φ
毛
σ
旨
び
《
酔
Φ
旨
巷
碧
Φ
ω
ρ

、
H
≦
差
止
什
Φ
一
　
外
套
．
又
　
合
羽

と
あ
る
。
・
「
外
套
」
と
い
う
語
は
も
t
も
と
清
住
中
国
語
で
あ
る
。
礼
装
匙
、

し
て
衣
蝦
の
上
に
着
用
す
る
ロ
」
ブ
よ
う
の
物
を
指
し
て
い
う
。
そ
れ
を

日
鋤
段
①
一
の
訳
語
に
借
用
し
た
の
で
あ
6
。
錐
不
味
不
遠
　
、
で
あ
る
か
ぜ
，

う
か
。
「
外
套
」
を
見
出
し
語
に
採
ワ
入
れ
た
国
語
辞
書
は
『
こ
と
ば
の
泉
』

（
落
合
直
文
　
明
治
三
一
刊
）
が
最
初
か
も
し
れ
な
い
。
．
こ
れ
に
は
「
洋
服

日
本
語
「
マ
ン
テ
ル
」
の
訳
語
が
「
砕
O
o
吋
o
o
簿
で
あ
り
、
英
語
国
国
○
○
内
お

よ
び
○
＜
国
力
。
σ
諺
↓
の
訳
語
が
と
も
に
「
上
衣
」
で
あ
る
こ
と
は
、
、
留
意
忙
・
・

値
す
る
ゆ
．
こ
れ
は
明
治
十
年
の
内
務
省
達
に
「
通
常
礼
服
」
を
説
明
し
て
、
＼

「
黒
も
し
く
は
紺
色
の
上
衣
　
英
語
フ
ロ
ッ
ク
コ
ー
ト
」
と
あ
る
の
を
考
え

」
合
わ
せ
る
べ
き
で
あ
る
の

　
と
も
あ
れ
、
明
治
期
の
国
語
辞
書
に
お
け
る
説
明
も
以
上
に
紫
説
し
た

疑
問
の
解
決
に
無
効
な
ば
か
り
か
、
読
者
を
い
た
ず
ら
に
惑
乱
さ
せ
る
に



す
ぎ
な
い
こ
と
、
現
在
の
辞
書
と
同
様
で
あ
る
。

　
た
だ
つ
ぎ
の
こ
と
は
い
え
る
だ
ろ
う
、
「
マ
ン
テ
ル
」
を
外
套
と
理
解
し

て
は
事
理
不
通
㊨
ば
あ
い
も
あ
る
と
。
さ
ら
に
こ
の
不
通
を
河
回
す
る
に

」
は
一
つ
の
仮
説
が
あ
り
う
る
と
。
そ
の
仮
説
と
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。

明
治
年
間
の
「
マ
ン
テ
ル
」
と
い
う
語
は
コ
ー
ト
型
の
上
衣
の
こ
と

を
い
う
ば
あ
い
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
マ
ン
テ
ル
ズ
ボ
ン
と
は
こ
れ
で

一
語
で
あ
っ
て
、
フ
ロ
ッ
ク
・
コ
ー
ト
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
●

　
こ
の
仮
説
の
当
否
は
お
く
と
し
て
も
、
「
マ
ン
テ
ル
」
の
説
明
に
再
考
を

要
す
る
こ
と
だ
け
は
確
か
で
あ
る
ま
い
か
凶

な
お
「
二
重
ま
わ
し
」
の
説
明
に
つ
い
て
付
言
す
る
。

男
子
の
和
服
用
の
外
套
。

　
林
』
昭
和
六
三
）

イ
ン
バ
ネ
ス
を
改
良
し
た
も
の
。
（
『
大
辞

、
他
の
辞
書
も
小
異
大
同
。

．
『
金
色
夜
叉
』
（
後
編
　
壱
）
を
読
む
。
引
用
文
の
表
記
お
よ
び
振
仮
名

は
、
岩
波
版
『
紅
葉
全
集
　
第
七
巻
』
に
よ
る
。

深
々
と
紺
ネ
ル
‘
ト
ン
の
二
重
外
套
（
引
用
者
注
、

，
「
衷
は
し
」
）
の
襟
を
立
て
・
、

こ
の
下
に
は
何
を
着
て
い
る
か
。

「
外
套
」
に
振
仮
名

三
三
の
モ
オ
ニ
ン
グ
の
新
し
か
ら
ぬ
に
、

の
寛
な
る
を
着
け
て
、

濃
納
戸
地
に
黒
罷
め
穿
袴

つ
ま
り
洋
服
の
上
に
着
惹
の
で
も
二
重
ま
わ
し
と
い
う
の
で
あ
る
。
『
金
色

夜
叉
後
編
』
の
単
行
本
初
版
（
胆
治
三
三
）
の
折
込
口
絵
を
参
照
さ
れ
た

い
。
さ
ら
に
、

．
黒
一
楽
の
三
紋
，
付
け
た
る
綿
入
羽
織
の
衣
紋
を
直
し
て
、

こ
の
上
に
は
何
を
重
ね
て
着
る
か
。

三
三
と
二
重
外
套
（
引
用
旧
注
、

被
ぎ
て
三
つ
る
後
よ
り
、

振
仮
名
「
に
ぢ
う
ま
は
し
」
）
を
打

つ
ま
り
和
服
の
上
に
着
る
の
で
も
二
重
ま
わ
し
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
も
ち
ろ
ん
、
和
服
用
・
洋
服
用
の
別
は
あ
っ
た
か
も
知
れ
ず
、
ま
た
あ

っ
て
も
当
然
だ
が
、
し
か
し
名
称
は
一
つ
で
あ
る
。
こ
れ
は
イ
ン
バ
ネ
ス

の
和
名
で
あ
る
。
馳

　
紅
葉
が
こ
の
場
面
を
書
い
た
の
は
明
治
三
十
年
で
あ
る
。
だ
が
い
つ
の

年
代
か
ち
か
洋
服
に
二
重
ま
わ
し
を
着
用
す
る
こ
と
は
廃
れ
（
こ
れ
に
代

る
の
は
コ
ー
ト
型
の
外
套
、
？
ま
り
オ
…
バ
ー
．
コ
ー
ト
で
あ
る
）
、
事
の

成
り
行
き
と
し
て
二
重
ま
わ
し
は
和
服
専
用
で
あ
6
か
の
ご
と
く
な
つ

，
た
。
挙
句
の
は
て
、
洋
服
に
二
重
ま
わ
し
を
着
用
し
た
こ
と
さ
え
忘
れ
ら

れ
て
、
国
語
辞
書
に
は
右
に
見
た
よ
う
な
説
明
が
つ
い
て
、
市
が
栄
え
た

の
で
あ
ろ
う
。
、
　
　
　
　
　
　
（
や
ま
う
ち
・
，
い
く
お
　
元
司
書
監
）

一五一


